
手取統の化石

石川県白山自然保護センター

白山の自然誌



は

　

じ

　

め

　

に

　

ドイ

ツ人

ラ

イ

ンが，自山

登頂

の帰り道，自峰村桑島の「化石

壁」

から植物化

石

を採集したのが明治７年のことです。彼の友人

ガ

イラ

ーはその化

石

をもらいうけ

、

明治10年に

“

日本の中生代ジュラ紀の

植物

化石

〟

と題して

、

桑

島の植物

化石を

世界

に紹介しました

。

これ

は日本の

植物

化石が

世

界に初めて紹介されたこととして，記念すべ

き

事で

した

。

それから100年以

上

にもなりますが，その間多くの

人

々によ

っ

て

手取

統の化石が研究され，太古の白山地域の姿が明らか

にな

っ

てきました｡

　

当センターでは，昭和54年7

月

22

日

から10

月

31日まで

、手取

統の化石を中心に特別展「化石が語る太古の白山」－１億４千万年

前の手取の森－を開催することになりました。この小冊子は特別

展

をもとに編

集し

たもので，

手

取統の化石観察の副続本として利用し

てドさい

。表紙①

ナトホルスト・

イチョ

ウモ

ドキ②

ホ

ソ

バ・

タ

チシノブダ

マシ

　

③

コト

ウ・

ニイル

セン

ソ

テツ

　

④ニ

ッ

ボン・ニ

イ

ルセ

ンソテ

ツ　

⑤ラ

イ

ン・ナ

ギ(①

②③④：

横山又次郎原図，

⑤：

ガイ

ラ

ー原図)
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白山の生いたち

　古来霊

峰として崇められてきた白山は

｢白山火山帯｣の

主

峰としても知ら

れ，

歴

史時代にも幾度もの噴火活動を行なってき

ました。この白山火山が白山地域に誕生し

たのは，地質時代でいうと第四紀と

い

うき

わめて新しい時代のことです。次の

ペー

ジ

に白山地域の地質図を示しますが，飛騨変

成岩

類

，中生代手取

層

群(手取統),濃飛流

紋岩類が白山火山の基盤として分布してお

り，これらの地

層

や岩石が白山火山誕生以

前の変遷の跡を

物語って

くれます

　

日本列島の屋台骨といわれて

い

る飛騨変

成岩類の

上に

中生代の

ジュ

ラ紀

後期～白亜

紀前期の

手

取

層

群

―手

取統

―

が，

主に手取

川の

上

流地域を中心に広く分布して

い

ま

す。この地

層

から二枚

貝

の化石

が産

出し

ますが,汽水性と淡水性のものがあり,これ

らの産出状況から，当時の白山地域は最初

大

陸のへりの

入

江であったものが，だんだ

ん

土

砂などで

埋

められ潟になり，さらに潟

が埋められて淡水湖になったと考えられて

います。

手取

統は

，

この潟や湖に砂や泥が

堆

積し

てできた地層です。

　

この地層には二枚貝以外にも

巻貝

や力

メ

，昆虫などの動物化石や，当時湖辺など

に生育していた

植物

の化石が豊富に含ま

れ

て

い

ます。こ

れ

らの化石は,私たちが当時の

自山地域の姿（生物相や自然環境など）を

推定

する時の好材料となています｡

濃飛流紋岩類の活動

　

湖がほとんど

埋めつくされた

後，

白

山地

域は少しずつ隆起してゆきました。

　

中生代の白

亜

紀末

期,

約8000万年前にな

ると,中部地

方一

帯の広

大

な地域は激し

い

火

山活動の場となります。

主に

流紋

岩質

の溶

結凝灰岩を噴出し，その分布域が

昔

の国の

名でいえば

美濃

から飛騨にわた

っ

ているこ

濃飛

流紋岩

類の

分布

潟から湖へ



白山地域地質図

（絈野等

，1970による）



とから，濃

飛

流紋岩

類

と呼ばれています。

分布而

積約

4000

k㎡，

平均の厚さ約2000ｍ

といわれ，当時の火山活動

がい

かに激し

かったかが想像できるかと思います。

　

この火山活動に白山地域もみまわれ，

白

山地域北束部の蛇谷，中の川，丸

石

谷など

に当時の火山活動のこん跡をみることがで

きます。

　

湖の発生と

消滅，

濃飛流紋岩

類

の火山活

動，その後白山地域は徐々に隆起し，

高地

をなすようになりました。

　

こ

の高

地の

一

角，現

在の

中の川

支

流地獄

谷

上

流部を中心に，新しく火山活動が始ま

ります。この

活動

により高さ3000

ｍ

を越え

る成

層

火山が形成さ

れ，

北は岩間温泉

口

,南

は,

市

ノ瀬旧道尾

根に

及ぶ広い地域に,安山岩

質の溶岩や火山砕屑物を噴出しました

。

こ

の成層火山は長

い

時間をかけ侵食され，現

在そ

の姿はみるかげもなくなりましたが，

清浄

ヶ原の緩斜面などに山体の一部をみる

ことができます。

　

この火山を現

在の

山頂部を噴火の中心と

する火山と区別して，

古

白山火山と名付け

て

い

ます。出現は第四紀洪積

世

前

期,

約100

万年前

と考え

られています。

　

その後，現

在の

山頂部を噴火の中心とす

る火山活動が始まります。洪

積世後

期,約１

　中の川上流地獄谷付近を頂上とする古白山火山げできる。

その高

さは現在の白山よりも高く、約3000ｍであった。　

や

がて一転

して

土地は隆起した。中部地方一帯をおそった火山活動に白山地域もみまわれる。その時に噴出した

火山岩

が濃飛流紋岩で

ある

。

万年前のことです。活動は歴史時代まで続

き，

古文書に

も記録が残

っ

ています。

　

山頂部の御前峰と剣ケ峰の

尾根

に囲まれ

た

凹

地は火口をなし，翠ケ池をはじめいく

つかの火

口

湖が知られ，当時の

面

影を残し

て

い

ます。噴出物は

主

に山頂部

南側の

室堂

平，

弥陀ケ原

，南竜

ケ馬場や剣ケ峰の束方

斜而に分布しています。

溶岩を主体としてい

ますが,他に泥流や火砕流を噴出しており，

黒ボコ岩として知られている

パン

皮火山弾

古白山火山と新白山火山

　古白

山火

山

はほとん

ど侵食され、みるかげもなくなる。そ

の

後、現在の白山の頂上を中心と

する噴火が起きる

。　飛騨変成岩類によって山なみをなしていた白山地域は、やがて沈降して湖（手取りの湖）となった。陸にはシダやソテツ

や

イチョウが、湖にはシジミやタニシがすんでいた。

白山地域の地史説明図（

絈野

等，1970によ

る

。

年代と説明文は新たに加えた。）



自山山頂部（

手

前に見える池が翠ヶ池）

は火砕流の産物です。

　表は

古文書に記された

白

山火山の活動を

まとめたものです。新し

い

もので300年程

前の記録があります。この中には信頼性の

高い

ものと低いものがあり，故玉井敬泉氏

によると

，

1239年のものは白山本宮の火事

をまちがえて火山の噴火としたものです。

1042年と1554年の噴火は記録も詳細で，

確実性の

高い

ものです。

　

1042年の噴火は，１人の

僧が

山頂近くの

神社に泊まった

夜に体験

したものです。10

丈ばかり(約30

ｍ)もある童子が２人山頂

に

立

ち，

土

石を神社に投げてきて，神社は

ほとんど埋まり，翠ケ池はこの時童

子

が

土石

を取った跡である，と記されています。

この噴火は夜に起きたにもかかわらず，

僧は噴煙(2人の

童子

)を見たのみで，赤く

燃え

上

がる火山物質（マグマ）を見ていな

いことや，神社が

土

石に埋まっただけで燃

５

えていなかったことから，小

規模な

水蒸

気

爆発と考えられています。

　

1554年の噴火は

表

にみるように

規模も

人きく，麓の人々の生活に影響を与えたよ

うです。

　

現在，白山は噴火の徴候がみられ

ない

休

火山ですが，昔の

人

にとっては穏やかな白

き山であったと同時に，火の山でもあった

わけです。

新白山火山の噴火記録

白山の噴火に関連した記録「

大

森房

吉　

1978.’

玉井

敬泉

　

1957，

「石川

県災異誌」1961による｡すべ

て要約）



手取の森の植物

　

中生代のジュラ紀後期～白亜紀前期に潟や湖に土砂が堆積してできた地層

―

手取統

―

からシダやソテツ，イチョウ，ナギ,マキなどの植物化石が豊富に産します。また，

最近

被子

植物の実の化石も見つかりました。これらは当時の森林を形づくっていた

もので，これらを調べることによって,大昔の森のようすを想像することができます。

　

現在までに確認された植物化石は50種以上にものぼりますが,ある一つの露頭から

すべて採集されるわけではありません。また,地層の上部

と下

部とでは種類や数が少し

ず

つ

ですが変化しています。1000ｍ以上もある手取統の地層ができ上がるのに何百

万年以上もの長い時間が必要であり，その問に植物相も少しずつ変化した結果と考

えられます，

　

50種あまりもある植物化石をみると，当時の森林は暖温帯の落葉樹林だったと考え

られます。四季の区別のはっきりした明るい木立で，イチョウやナギ・マキの仲間は

高木として，ソテツやシダは

下草

や低木として生い繁っていました。さらに，

高等

な

植物である被

子

植物もあちこちで花を咲かせていたことでしょう。

　裏

表紙の絵がこの時代の白山地域の復元図です。大陸のふちの暖温帯落葉樹林に取

り囲まれた湖を思い浮かべればよいでしょう。

　

これから,今まで採集された植物化石の代表的なものを紹介いたします。

コケ・シダの仲間

　

植物が水中から陸上で生活するようになったのは，

古

生代のシルル紀の終わりから

デボン紀の初め，今から約４億年前のことです。陸上植物の中で最初に現われたのが

胞子で繁殖する植物で，シダやトクサの仲問やコケ類が

上

げられます。これらの化石

は中生代手取

統か

らも多く採集されており，種類も豊富です。

　

現在の白山地域のシダ植物は背の低い

下草

として生い繁っていますが，中生代の白

山地域のシダ植物には,マルハチやヘゴのように,現在暖かい地方に生えている数

メ

－

トルもある樹木状のものがありました。後に述べるソテツの仲間と共に,低木としても

生い繁っていました。

６



　ー

般に

コケ類

はや

わ

らかく

化石

として残り

にくいといわ

れ

ていますか，

手取

統には

ゼニゴケの化石がかなり産します。湿気の多い

ところに

着生

して

い

たと

考え

られます

　

現生の

クジャクシダに似ています１つ１つの葉の形や葉脈がイチョウに

似ており

、シダ植物

の中でも高等な部

類には

いります

ウィリアムソン・カセキトーデシダ

　

現在

南半球の亜

熱帯

から熱帯にか

け

て，わ

ずか

ながら

分布するゼ

ンマイ科のトーデシダ

に似

た化石種です７

シワード・カセキクジャクシダ

(Adia

n

tit

e

s sewardi)

(Marchantitesyabei)

ヤベ・カセキゼニゴケ

(Todites williamsoni)



ホソバ・タチシノブダマシ

　葉体が細長くのびているのが

特徴です

。

実

葉と裸葉の化石があり、写真は裸葉です。

形か

現在

温帯から熱帯にかけて広

アザヤカ・エダワカレシダ

ゲッペルト・クサ

ビ

シダ

８

(

Onychiopsis

elongata)

(S

phenopterisgoepperti)タチシノブダマシ

に似ています

が，

葉か

“くさび”の形をしていることか

ら，

この名がつけられています。(C

l

adophlebis

argutula)

　ゼンマイに似た葉の形をもった中生代

の化石です

。現在のゼンマイにくらべて

小

型なのは、時代の古いもの程小さいという生物進化の一過程を示しています。

く分布する

タチシノブ

に似て

い

るのて，属名

にタチシノブダマシ種名に細長いという意味をもつエロンカータ

(elongata)と

いう語

が

用い

られています

。



ソテツの仲間

　ソテツの仲間は中生代に最も栄えた植物です。そのことから,中生代を一名ソテツ

の時代

ともいいます。葉脈が並行なものや網目状のもの,形も細長いものや円いもの,三角形のものとさまざまです。現在のソテツのイメージとはずいぶんとかけ離れてお

り，似て

も似つかないものが多く

あります

。　中生代に豊富な種類をもっていたソテツの仲間

も新生代に

な

ると衰えはじめ，現

在

では，熱帯地

方に

その

い

く

つ

かの

種の子孫が残っているだけ

となりました

。　葉

脈は網

目状をなしますが、アミメソテツ

とは

異なり

、網目は

大きく細長い

形をとりま

す

。葉

脈の

形

状から

シダ植物に近縁のソテツ植物の一つと考えられ，ソテツの仲間のうちでは古い型のものです。現在のソテツのよう

な

大型の茶をもたない小型（地上から１ｍ内

外の高さ

)　のソテツが想像されます

９

　ニイルセンソテツは葉片が主軸の上

面の

左右につき，葉脈が平行なのが特徴

です

。

この

種は平行に並んだ細長い葉

を

もちま

す

。葉は大きなもので

長さ

約７

ｃｍ

，幅約2.5ｃｍのものもありま

す

が、普通は写真にみるような小さな

もの

がほとんどです

カネハラ・クシバソテツ

(Cteniskaneharai)

コトウ・ニイルセンソテツ

(N

ilssonia kotoi)



エンドウ・テドリソテツ

(Tet

o

ria endoi)

　

他の

ソテツの化石の葉のわかれかた

はすべて

一回

羽状です

が，こ

の化石は

2回

羽状を

とり，

ソテ

ツ植物の化石種

としては

世界で

初めて発

見されたもの

です

。

現

在のソテツ植物の中にも,2回

羽状をとる

ソテツが

あります

が，

きわめて

まれです。

10

　写真に見るように、葉片が鈍三角形の

裂

片にいくつにもわかれ，葉体が一

箇所

に

集まっています。

最近の

調査に

よると，

ニッポン・ニイルセンソテツには

短肢が

あり，その

頂上に葉体が集まっているこ

と

が判明しました。　アミメソテツは，この名が示すと

おり

葉脈が網

目状を

な

すの

が特

徴

です

。葉

の形や

大

きさな

どに

よって，

いくつかの種類にわかれます。カワサキ・アミメソテツは葉が大型で，

長円形を

しています。

ニッポン・ニイルセンソテツ

(

Nilssonianipponensis)

カワサキ・アミメソテツ

(Dict

y

oza

m

it

e

s kawasakii)



　小型で，円い形をしている葉をもつアミメソテツです。一見，恐竜の歯を思わせるような形をしています。この葉の一片の形が腎臓に似ているので，種類にジンゾウガタという名が付いています。　

や

や細

長い

葉の

縁は鋸歯状を示し

，

そ

の

先

端

に棘

をもつことで特徴づけら

れ

て

いるソテ

ツ植物

です

。

こ

れ

に似た葉をも

つ

ソテツは、現在南半球に分布していま

す

。　細長い

裂

片が数多く葉軸についています。白

山地域に産するソテ

ツ

の

仲

間の化石のうち

で,その形が現生のソテ

ツ

に最も似て

い

ます

。

11

(Neoz

a

mite

s

elongata )

ホソバ・カセキシンソテツ

ハネバソテツ (Pte

ro

phyllum sp.)

ジンソウガタ・アミメソテツ

(D

ictyozamites reniformis)



イチョウの仲間

　

日本の神社やお寺にはよく

イチョウの木が生い

繁り

、

私たちには親

し

み深い植物

です

。

しかし，このイ

チョウ

も，現在，

日本と中国にしか

生育

していない「生きた

化

石」の代

表

としてよくあげられる植物です

。

中

国

では，浙江省の

天目

山系に自

生

する

と

い

われて

い

ます

。　

この

イチョウ

の仲間も，中生代には何

十年もの種類が世界中に分布し、この時代の森

林を代表する

植物

でした

。

しかし，新

生

代にはいると衰えはじめ，新第

三紀の

終わり

頃になるとほとんどが滅び，現在日本と中国に一

続一種

しかみら

れ

ない

「生

きた化

石」となりました

。　

現在の

イチョウ

のように扇形を

してい

ませ

んが，

葉脈がイチョウのように二叉に

わかれ

ている

のが特徴です

。単葉型と

双頭

型があ

り，

イチョウに

似て

い

ると

い

う意味の

イチョウモドキという

属名かつ

い

ていま

す。　

現在の

イチョウ(Ginkgobiloba)に大変よ

く似た化

石

種です

。

12

ナトホルスト・イチョウモドキ

(Ginkgoid

iu

m nathorsti)

テガタ･カセキイチョウ (Ginkgoites digitata)



ナギ・マキの仲間

　シダやソテツが

中生代の森の

下草

や低木

として繁茂し

ていたのに対

し

，森林をなす

高木と

しては

イチョウやナギ

，マキの仲間があげら

れ

ます

。　ナギやマキはマツや

ス

ギ

のように球

果

をつけるのが特徴で

，

現生のものは

大きい

も

の

で

20ｍにも達しま

す。

暖かな地方に自生

し

，わか

国で

も

西南日本の各地でみることがで

き

，

奈良の

春日神社境内のナギ林は有名です。　　以前はライン・サヤガタソテツ(Podozamitesreinii)と

い

う化石名が

付いていま

した。こ

の名

は

，

ガイラーが

桑島

の

植物

化

石

を報告する時，

平行脈をもつまるい葉片が小枝

にた

がい

ち

がい

に

ついている植物種に，ラインの名をとっ

て付けら

れたものです。地元では“ササの葉の化石”として親しまれてきました。最近果実のついた化石がみつかり、ナ

ギの仲間である

こ

と

がわ

かり，ラ

イン・ナギ

と改名さ

れ

ま

し

た

。　現在南半球に自生するマ

キに近

い種

で,最近,

新種として

報告さ

れ

ました

。葉

の形からは

、

従

来の

ヤ

ナギバ・サヤガタソテツ

(

PodozamitesLanceolatus)といわれていた

もののうち

，ほそい小型

の

葉を

も

って

いたものが

この種

に

は

いります。写真のように葉と枝がきれいに残っている

化

石は

,非常にめずら

し

く

，貴重な

ものてす

ライン・ナギ ( Nageia

reinii)

テドリ・マキ

(P

odocarpus tedoriensis)
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葉の

つ

き方や

枝

のなら

びぐ

あ

い

か

ら，落

葉の

性質をも

っ

ていたと考えら

れます。現生のマキのほとんどは常緑

樹ですが，中には小

型

のマキで落葉す

るものが

南半球

に

自生し

ており，それ

に近縁の化石

種

です

。

前のテトリ

・マ

キは常緑樹です

。

被子植物の実

　

現在も

っ

とも繁栄している

被子植物がい

つ頃から地球

上

に現わ

れた

か

はっきりして

いませんが

、古

生代の

末

期にはその祖先

型

が出現して

い

たと

考え

られており，

白

亜紀

の中頃から

大

発展をとげました。

　被子植物の

果物や

種子の

たぐいの化石としては，

以前シベリア地方のジュラ期末期

の

地層

からタンポポの実に似

た種子

が報告されていますか，

こ

の

標本

はマ

メ科

゛さ

や”のような実で，

世界で

もも

っ

とも

古い被子植物

の果実の化

石の１つと

いえます

。

14

ヨ

　

コ

　

ヤ

　

マ・マ

　

キ

(Podocar

pu

s yokoyamai)



立

　

木

　

の

　

ｲﾋ

　

石

　

白峰村の湯の谷や桑島の｢化石壁｣,目附谷

などで，立木がそのまま土砂に埋まり化石

になったものがよくみかけられます。

全国

的にもめずらしいことです。

　

場所によっては，生育当時の間隔を保

っ

たまま立木が数本並んでおり，当時の森林

が思い浮かばれます。直径40～50cm,高さ

ｌｍ内外のものが多く，二酸化珪素でおき

かえられ硬くなったものを珪化木と呼んで

い

ます。なかには珪化木にならず無煙炭化

したもの（炭化木）があり，軟質でくずれ

やすく，長期の保存には堪えられません。

　珪化

木になったものは，一般に植物組織

が明瞭に残されています。木口面を薄く切

り,顕微鏡で拡大したもの（

下

の写真）を見る

と，細胞の大きい部分（

春材

）と小さい部

分（秋材）とが交互に並んでいるのがわか

ります。これが年輪を形成するわけですが，

中生代の頃にも四季の区別があったことが

わかります。年輪は多いもので100本近く

数えられ，また，年輪間隔から推定して，

50cm程の太さをもつものは200年内外の

樹令をもつと考えられます。

　

この立木の化石は針葉樹の一つで，ゼノ

キシロン・ラチボロサム(Xenoxylon lati-

porosum）という学名が付いています。ラ

イン・ナギかテドリ・

マ

キの枝がこの立木

に付いていたと考えられていますが，確か

なことはわか

っ

ておらず，属名に゛材質不

明

〟

という意味をもつゼノキシロンという

名が付けられて

い

るわけです。
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手取の森の動物

　

中生代といえ

ば

，10数ｍもある恐

竜がとこ

ろ狭

し

と

ば

かり動きまわ

っ

ているのを想

像する人が多

い

かもしれません。しか

し、大

型の恐

竜の

化石は，当時

大

陸の内

陸部

で

乾燥気候を示

し

たソ連や北米では発見さ

れ

て

い

ますが，

大

陸の縁辺部で落葉樹林を形

成していた白山地域の森には，

住んでいなかった

ようで，見つか

ってい

ません｡

　

では，どのような動物がこの森に住ん

でい

たのでしょうか

。い

まのところ，

テドリ

リュウという

小型

恐竜と昆虫の化石が

見つかって

います。また，後の「手取の湖・小

川の勣物」で述べる

カメ

も，時折，湖からはい

上

がり，歩きまわ

った

り，休息をと

っ

たりして

い

たことで

しょ

う。

アスワ・テドリリュウ

10年以上も前に，福井県足羽郡

美山

町の

手

取

統か

ら発見され

ました

。

テトリリュウという

と

いか

にも

巨大

なは虫

類を

思いうかべますが,写頁で

みるように体長10数

cm

の小

さなもので，後

足

が長く

、

現在の

キノボリトカゲの

祖先の一

種と考えら

れます。小さな樹木な

どに

登り，飛びは

ねて昆虫などをとって

い

たと思われます

。

昆虫

　手取

川

ダ

ム建設のため水没する桑島の

「化

石壁｣の

調査の

際に発見されたもので，

直翅類

の

翅２枚，

脈

翅類

の

翅１

枚，

半翅類

の

翅１

枚の合計４

枚の翅の

化石です

。

直

翅類

の化

石

(Nipponoha

glakaga）はハグラとい

う

大

昔のコオロギの仲間で，写良は前

翅で

16

複製:

テドリ

リュウ

の部分を色をかえてわか

り

や

すく

し

てある

が

，

実物

は

これほどはっきりとはわからない。

すが，他に後

翅も

見つか

って

います

。翅

脈

から雌であることがわか

ってい

ます

。

三

角

形の

翅の

脈

翅類(Kagapsychopsaranea)はカゲロウ

の仲間で，今のウ

スバカゲ

ロウや

( Tedorosatirns asuivaensis)



クサカゲ

ロウのように森の中をゆ

るやかに飛んで

いたのでしょう。半翅類（Fulgoridium(?)matsuoi）

のほうは

翅の

外側の

半

分しか残っ

手取の湖・小川の動物

　手取統

の動物化石としては,前に述べたテドリリュウや昆虫化石以外に,二枚貝や巻

貝

の化石が産することが以前から知られています。特に，シジミガ

イ類

は多産してい

ます

。

また最近，力

メ

の甲らの化石力

「化

石壁」から採集され，中生代の手取の湖や

小川の住

人

が少しずつそろってきま

し

た。

　

これらの化石は．

手

取統の堆積した場所やその推移を考える

上

で，

重要

な役割を果

た

して

くれます

。

貝類

　

汽水

性と

淡水性のものが

白

山地域から採

集さ

れています。このことは，この地域が

最初大陸の

ヘリにてきた

入江

であ

った

もの

が，その後潟になり，最後には淡水湖にな

り埋めつくされたことを示して

い

ます

。　

汽水性のものは主に鴇ヶ谷や中宮で発見

され，

大型

のシジミガイやウソシジミがそ

ていないので，はっきりした所属はわか

っていませんが，ハゴロモの仲問と思わ

れます｡
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れ

にあたります

。二枚貝の産出場所として有

名な瀬

戸

や瀬

戸

野の

河原

には，汽水性の

ものと同時に淡

水性の貝

類も

産し，潟

から

湖への

移

行を示した場所

です。カワニナドブガイ

18

ヒルギシジミシジミ

”

　

．“

　

●

　目附谷，

桑島,

市ノ瀬など植物化

石の採

集地として有名なところには，淡水性の二

枚

貝

や

巻貝が採集されています。これらの

中

で

，

カワニナや小型のシジミガイは

湖に

流れ込む小川などに住み，流れのない

沼地

などにはタニシやドブガイが性ツをいとな

ん

でいました。(P

oly

mesodasp.?)(Melanoides

sp.)

タニシ(Pula

sp.)

(Unio

sp.)

(Corb

icula

sp.)



　

カメ

の甲ら　湖や沼に住む淡水性のカメで，日本のカメ化石としては最も古いものです。７個の化石が採集されていますが、すべて甲らの断片で，素人目には何の化石か判別しにくいいものです。このカメは，甲らの長さが約20cmの大きさのものであったろうと推定されています。
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爪石

　

地元の桑島などで爪石と呼ばれ

親し

まれ

てきたものは,

シジミ貝

を含んだ

岩

石です

。手取

川を流れてくるとき

，少

しづ

つ

表面が

磨かれ，細

長

く曲

った

貝殼の線が

表

面にき

れい

にあらわ

れ

るようにな

っ

たもので，

花

びらをちりはめたように見えることがあり

ます。



特別展「化石が語る太古の白山」の手取統化石展示品目録

化　　　　　石　　　　　名 点数 産　　　地 出　　品　　者

ヤベ・カセキゼニゴケ
Marchantites

yabei
シワード・カヤキクジャクシダ

Adiantites
sewardi

ウィリアムソン・カセキトーデシダ
Todites

williamsoni
ホソバ・タチシ・ブダマシ

Onychiopsis
elongata

ゲッペルト・クサビシダ
Sphenopteris

goepperti
アザヤカ・エダワカレシダ

Cladophlebis
argutula

ワカレタチバ・エダワカレシダ
Cladophlebis

distans
サイシバ・エダワカレシダ

Cladophlebis
exiliformis

力ネハラ・クシバソテツ
Ctenis

kaneharai
コトウ・ニイルセンソテツ

Nilssonia
kotoi

ニッポン・ニイルセンソテツ
Nilssonia

nipponensis
エンドウ・テドリソテツ

Tetoria
endoi

カワサキ・アミメソテツ
Dictyozamites

kawasakii
ジンゾウガタ・アミメソテツ

Dictyozamites
reniformis

ハネバソテツ
Pterophyllum

sp.
ナトホルスト・イチョウモドキ

Ginkgoidium
nathordtiテガタ・イチョウ

Ginkgo

ites
digitata

ライン・ナギ
Nageia

reinii
テドリ・マキ

Podocarpus
tedoriensis

ヨコヤキ・マキ
Podocarpus

yokoyamai
被子植物の実
珪化木

Xenoxylon
latiporosum

アスワ・テドリリュウ
Tedorosaurus

asuwaensis
(複製）

昆虫の翅（直翅類，前翅）Nipponohagla
kaga　〃　　（　〃　，後翅）　　

　〃
　〃　　（脈翅類）Kagapsychops

aranea
カメの甲ら
シジミガイ

Corbicula
sp.

ドブガイ
Unio

sp.
タニシ

Pila
nipponica

カワニナ
Melanoides

sp.
爪石

２
１
１
２
２
１
１
１
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
２
１
１
１
１
５
１
２
３
１
１

桑　島
　

〃，目附谷
目附谷
桑島
目附谷
　

〃.
桑島

目附谷
桑　島
　

〃
目附谷
桑島，目附谷
目附谷
桑　島
白　峰
美山町
桑　島
　　　〃
九頭竜川
目附谷
手取川

金沢大学教養部
　

〃
.センター蔵

　
〃　.センター蔵

センター蔵
金沢大学教養部
センター蔵
金沢大学教養部，
　　　　　センター蔵
　〃　，センター蔵
センター蔵
金沢大学教養部
センター蔵
金沢大学教養部，
　　　　　センター蔵
八木志郎，永井竹男
北川俊一
国立科学博物館
　　〃
晦基昌之，酒井富男
稲垣博一，桑山光夫
金沢大学教養部
　〃　，センター蔵
センター蔵
公沢大学教養部

参

　

考

　

図

　

書

　

手･取統の化石や地質についての図

書は

数多くありますが，ここではさらにより詳し

く知りたい方のために，参考になる図

書を

数冊紹介します。専門的な論

文

等につ

い

て

は，「白山の自然」や

「手

取川流域の手取統珪化木産地調

査

報告

書」

の文献欄を参照し

て下さ

い

｡
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北閥新聞

白山総

合学術調

査団

編：白山．Ｂ５版

　

362貞，北国新聞社,

1962年白山

学術

調査団

編：白山の自然，Ｂ５版

　

395頁，

石

川県. 1970年

石川県教育

委員会

文化財保護課編：手取川流域の手取統珪化木産地調査報告書，Ｂ５版

　

301頁,石川

　　

県教育委

員

会. 1973年

桑

島区

編：桑島の里，Ｂ５版

　

227

頁

，桑島区, 1973年

里

見

信生

編

著：

北陸の自然誌｢山編｣，新

書版絈野

義夫編著：北陸地方の地質をめぐって，

　

46版

　

200頁，築地

書館.

1979年

糸魚川淳二箸：日本列島の歴史，

新書版

森

下晶著

：化石からさぐる日本列島の歴史，

新書版　

223頁, 1978年

浅間

一男

・木村達明

著：

植物の進化．

新書版

木村達明・猪郷久義箸：化石の手帳．

新書版　

253頁，講談社. 1978年

あ

　

と

　

が

　

き

　

地球が太陽系の１惑星として誕生したのが，今から約45億年前と考えられています。

その間，地球は決して死んでいたわけではありません。他の惑星と同様,常に活動し，

変化してきました。それは現在も変わりません。

　

約31億年前にはこの地球

上

に生物が誕生し

、

それ以来多くの生きものたちが生まれ，

繁栄

し

，滅んでゆきました。

母

なる地球と共に，生きものもうつりかわってきたので

す。

　

化石は，この生物のうつりかわりを私たちに語ってくれます。決して死んでしまっ

た生物の遺骸ではありません

。

この化石をとうして，

大

地のお

い

たちや遠い昔の生き

ものについて学んでもらえれば幸いです。

　

特別

展

の開催と

こ

の小冊

子

の編

集に

際して，金沢大学教養部教授松尾秀邦氏から全而的に援助を受

けました

。展

示の企画，復

元図

の製作，化石の鑑定，文章の校閲等，あげれ

ば

きりがありません。こ

こに

紙面

を借りて，深く

感謝しま

す

。植物

化石の和名は，松

尾

氏の邦訳によるものです。

　裏

表紙の

復元図

は，松尾氏の

指導の

もとに金沢

大

学学生田中徹夫君か描

い

たものです。原

図

は展示

川の

大

きなもの(2.6

ｍ×

2.8

ｍ

)で

、こ

の困難な

大作に

取り組んでくれた同

君

に感謝します。

　

この小冊

子

の写真のうち，松尾氏から植物化

石

のほとんどの写

真を

，

国

立化学

博物

館藤山家徳博

士

から昆虫化石の写

真を

，京

都大学大

学院生岡崎美彦氏から

カメの化石

の写

真を

提供していただきまし

た。この

小冊子

こ

載せる

ことを心よく承諾してくださった同三氏に，お礼

申し上げます。　

金沢

大

学

教養部を

はじめ，多くの機関や人々（特別展

展示

品目録参照）から特別

展

のため貴重な化

石

をお借りしました。

こ

れらの機関や人々にお礼

申し上げます。

白山の自然誌

　　

手取統の化石

発行日

編集発行

1979

年

8月10日

石川

県自山自然保護センター

石川

県石川郡

吉野

谷村中宮

　　　

TEL (076196) 7111

印

　　

刷

　

株式会社

　

橋本確文堂
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(手取の森一約1億４千万年前－．松尾秀邦監修・田中徹夫原図)

①カセキトーデシダ②クサピシダ③エダワカレシダ

④クシバソテツ

　

⑤ニイルセンソテツ

　

⑥ニイルセンソ

テツダ

マ

シ

　

⑦テドリ

ソ

テツ

　

⑧アミメソテツ

　

⑨ハネ

バソテツ

　

⑩カセキシンソテツ

　⑪

イチョウモドキ

　⑫

ライン・ナギ

　⑬

テド･トマキ

　⑭

ヨコヤマ・マキ

　⑮

被子植物

　⑯

オピシダ

　⑰

テドリリュウ
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